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This survey widely collects case examples of natural restoration and preservation such as natural restoration 

projects that have been conducted in rivers so far, conducts cross-sectional analysis and evaluation according to 
target natural restoration types and contents, and extracts and organizes the factors of the effects and problems. 
Then we are going to provide a technical report for further effective and efficient implementation of these projects 
in the future. In fiscal 2018, we collected information based on questionnaire survey to ministry-controlled offices 
of rivers under MLIT about natural restoration projects, classified the aim of the projects, analyzed the factors of 
the effects for each types, and compiled them as a casebook. 

 
［研究目的及び経緯］ 

平成 9年の河川法改正において、新たに河川環境の

整備と保全が河川管理の目的に位置付けられた。その

後、全国の河川においては、自然再生事業や多自然川

づくりにより、ヨシ原再生や希少種保護、外来植物防

除など、一定の目標植生を定めた河川環境の整備・保

全の取組が実施されるようになっており、それらの取

組の一部は、取組ごとの経緯や結果が紹介されている。

しかしながら、それらの取組を一様に取扱い、良好な

事例や課題の残る事例の要因を分析し、それらの共通

事項等を整理した事例は少ない。 

そのため、国土技術政策総合研究所では、これまで

の自然再生事業等の自然再生・保全の取組事例を広く

収集し、目標タイプ・内容別に横断的な分析・評価を

行い、効果や課題のみられた取組の要因を抽出整理す

ることにより、今後のこれら取組の一層の効果的、効

率的な実施を目指すための技術資料をとりまとめるこ

ととしている。 

平成 30年度は、河川における植物の保全・再生を主

目的とする自然再生事業等の事例について、直轄河川

事務所へのアンケート調査等をもとに情報を収集し、

事業目的をタイプ分類して、分類毎の事業の効果及び

要因の分析を行うとともに、事例集としてとりまとめ

た。 

 

［研究内容］ 

(1) 事例の調査 

 全国の直轄河川における主に植物の保全・再生（特

定の種のほか群落を対象とするもの、また、特定の種

や群落の保全のために外来種等を駆除する取組を含む。

さらに、植物自体ではなく、植物が生育する空間や環

境条件の保全・再生の取組も含む。）を事業目的とした

自然再生の事例を収集し、選定した 24事例について河

川事務所へのアンケート調査やウェブサイト・文献等

の公開情報をもとに、事業の背景・経緯、目的、概要、

対象地の概要、実施の効果及び課題について調査を行

った。 

(2) 事例の分類整理 

(1)で収集した事例をもとに、事業目的のタイプの整

理を行った。また、事業実施の効果について把握す

るとともに、事業実施の効果とその要因についての

分析を行った。 

 

［研究成果］ 

(1) 事例の分類整理 

 事例の調査で得られた情報をもとに以下の整理分析

を行った。 

①事業目的のタイプの整理 

事業目的は河川空間の保全／特定の種や群落の保全

／外来種対策のいずれかに区分されたが、特定の種や

群落の保全及び外来種対策は、その目的の達成にあた

って、特定の河川空間のタイプの保全と結びついてい

ることから、事業目的のタイプを河川空間のタイプに

応じた礫河原／湿地・ワンド／干潟・ヨシ原／その他

の区分に分類した。 

②事例調査の事業目的のタイプ毎の整理 

調査事例について、事業目的のタイプ分類毎に事例

調査で調査した項目（事業目的を除く）を整理した。

その結果、例えば各事業の施工の際には、事業目的の

タイプの違いに応じ、施工の指標として、以下の項目

が用いられていることが抽出された。 

・礫河原：冠水頻度、掃流力 



 

 

図-1 事例集の例 

・ワンド・湿地：相対水位（地下水位－地盤高） 

・干潟・ヨシ原：水深 

・その他（ハリエンジュの駆除）：比高（ただし、ハリ

エンジュは再繁茂能力が旺盛であることから、再萌

芽を抑制するための適切な工法の選択や継続的なモ

ニタリングの必要性についても記載あり。） 

③事業実施の効果の把握及び効果の要因の分析 

さらに、河川事務所へのアンケート調査を通じて事

業実施の効果を把握するとともに、事業目的のタイプ

ごとにインパクト・レスポンスフロー（図-2）の作成

を通じ、事業前後の河道変化、植生遷移を物理・生物

環境の変化と要因から分析した。 

(2) 事例集の作成 

事例調査で収集・選定した礫河原、湿地・ワンド、

干潟・ヨシ原、その他を対象とした 24事例について、

調査結果を各事例 A4版 4 頁程度にとりまとめ、写真や

図表も添付した事例集として取りまとめた（図-1）。 

 

［成果の活用］ 

事例調査の結果等をもとに目標植生実現のための効

果的な実施手法を整理し、 現場で自然再生事業を行う

上で活用しやすい技術資料としてとりまとめ、公表し

ていく。 

図-2 礫河原における共通インパクト・レスポンスフロー図（案） 

注１）①～④は、バックグラウンド内での矢印の流れを補完（例：→①（①につながる）、①→（①からつながる）） 

注２）バックグラウンド内の箱書きは、すべての事業目的タイプを網羅した形で記載しているが、白で表示されているものは、このインパクト・レスポンスフロー図で該当しているこ

とを示す。灰色は、該当していない。 

注３）a～j は、事業インパクト、物理環境レスポンス及び生物環境レスポンス間での矢印の流れを補完（例：→a（a につながる）、a→（a からつながる）） 

注４）α、βは、物理環境と生物環境の関連を示す。（α：物理環境と生物環境が同じ状態（裸地）、β：出水抵抗力の強い植生が、出水時に砂粒土砂を捕捉し、河床形状の変化（堆積・

浸食）を促進（生物環境から物理環境への作用）） 
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